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報 告

流行性出血熱の血清学的研究

池 田 苗 夫

1.患 者血清を用いた沈降反応および補体結合

反応

流行性出血熱患者 より肝臓小片を無菌的に採取

し滅菌乳鉢に入れ,滅 菌菌金剛砂を加え,滅 菌乳

棒で充分に擂潰 し,リ ンゲル液10m1を 注いで乳

剤を製 し,3,000回 転10分 間遠心分離し上清を採

取 し,こ れを原液 として以下の試験に供した.す

なわち肝臓乳剤上清原液を生理食塩水で,2倍,

3倍,5倍,7倍,9倍,10倍,15倍,20倍 の稀

釈液を製 し,流 行性出血熱患者血清は生理食塩水

で,前 記同様2倍 から20倍に至る8種 の稀釈液を

製 し,実験1で は,肝 臓液上清原液,及 びその稀釈

液8種 と患者血清原液 と,実験2で は,患者血清原

液,及 びその稀釈法8種 と肝臓液上清 とを夫々組

合せ,沈 降反応用小試験管に重畳して,37℃ 孵竈

内に1時 間静置 して結果を判定 した.患 者血清原

液 と肝臓上清稀釈 との重畳試験にあつては,概 ね

10分乃至15分 間で3倍 乃至5倍 稀釈液で明瞭な白

輪を生 じた.又 肝臓液上清原液と患者血清稀釈液

との重畳試験では,概 ね15分乃至30分 間で5倍 稀

釈液で白輪を生じた。次に流行性出血熱患者肝臓

上清の10倍稀釈液を以て抗原とし,孵 竈内に56℃

30分間静置して非働性とした患者血清を抗体 とし

て行つた補体結合反応を試みたが,そ の成績は陰

性に止まつた.

2.患 者血清によるワッセルマン反応とワイル

フェリックス反応

本病患者の極期及び下熱期における4名 から採

血し,そ の血清に就て,ワ ッセルマン反応を検査

した.こ の4名 の患者は,現 在又既往に於て梅毒

の疑のないもののみを採択 した .す なわち,発 熱

時,並 に下熱時を通 じて反応に差異なく,反 応成

果は,宇 田川3,0,0,3,3,+.松 居3,0,0,

1,3,十.森 本,3,0,1,3,3,十.森 島3,2,

3,3,3,±.で あ つ た.次 に ワ ィル フ ェ リ ッ

クス反 応 で は,下 熱 期 患 者 の血 清 と下熱 後6日 乃

至10日 後 の罹 患 々者4名 の血 清 とを 用 い,プ ロテ

ウスOXlg,OX2,0XKを 用 い て行 つ た結 果 は ,

プ ロテ ウス菌 の内 最 も この反 応 検 査 に価 値 あ りと

され てい るX19株 を 用 い て も,な お陽 性 率 が低

く,患 者 血 清 で25倍,回 復 期 患 者血 清 で,そ れ ぞ

れ50倍 を示 した に過 ぎ ない.

3.流 行 性 出 血 熱 に お け る皮 内反 応

典 型 的 流 行 性 出血 熱患 者 屍 か ら無 菌菌的 に採 取 し

た 肝 臓小 片 を滅 菌 金 剛 砂 と共 に滅 菌 乳 鉢 に 入 れ,

滅 菌 乳棒 を 用 い て充 分 に揺 潰 し,10倍 量 の生 理 食

塩 水 を加 え臓 器 乳 剤 に製 し,シ ャ ンベ ラ ン濾 過 器

L2を 用 い て濾 過,濾 液 に0 .4%の 比 に 石 炭 酸 を 加

え た もの を抗 原 と した.こ の 抗 原0.1m1を ツベ

ル ク リン注 射 器 に吸 引 し,被 検 者 の 上 腕 外 側 また

は,前 腕 内側 に 皮 内 注 射 を 施 した .対 照 と して,

前 注 射 部 位 か ら3～5mm距 の 皮 内 に臓 器 乳 剤 製

作 に 用 いた メ デ ィウ ム別 に よ り生理 食塩 水 の0.1

m1を 注 射 した.こ の 皮 内反 応 の結 果 判 定 は抗 原

接 種 後24時 間 に お け る注射 局 部 の発 赤 を測 定 し,

直 径1.0cm以 下 を(-),1.1～1.9cmを(十),

2.0～2.9cmを(+),3.0～3 .9cm又 は,そ れ 以

上 の もの を(惜)と し,局 部 の硬 結,腫 脹,水 萢

の有 無 を参 考 と した.こ の皮 膚 反 応 実 施 は ,1942

(昭和17年11月)お よび1943(昭 和18年1月)の

中 国東 北 部 各 地 にお け る本 症 流 行 に 際 し,典 型 的

流 行 性 出血 熱 患 者 の7名,同 回 復 期 の も の6名 に

つ い て行 つ た.そ の 結 果 は100%陽 性 で あつ た .

又 発 疹 チ フス ・狸紅 熱,肺 結 核,急 性気 管 支 炎患

者 に対 して 同様 に 実 施 した 皮膚 反 応 の結果 は陰 性

で あつ た.
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4.考 案並びに総括

本症の血清学的研究において,本 症に対する特

異血清反応 として,患 者臓器上清液と患者血清と

を用いてする沈降反応は陽性を示すが極めて弱度

であるので,直 ちにこの反応を本症の診断に資せ

ん とするのは妥当ではない.

ワッセルマン反応は屡々本症有熱時の血清は陽

性を示すが,1週 問以内に陰性 となる.本 症では

梅毒反応は非特異反応 を 示 した.ワ ッセルマン

反応は,本 病患者有熱時,又,下 熱時の実験であ

る.プ ロテウス菌OX19株 を用いた結果は甚だ低

率で,本 反応を以て本症に対する特異反応 とみな

す ことは出来にくい.

最後に本症患者及びその耐過者に就て,本 症患

者屍の臓器を採 り,メ ディウムに生理食塩水を用

い,臓 器乳剤に製 し,シ ャンベラン濾過器により

濾過した濾液を抗原とし,皮 内反応を試みたとこ

ろ,接 種後24時 間の所見では,相 当著明な反応を

呈した.皮 内反応は前記血清反応に較べて診断的

価値あるものと思考する.


